
附属施設

ニホンザル野外観察施設

渡連邦夫 (施設長併任),室山泰之,

田中俊明 (教務補佐員)

本施設では,ニホンザル個体群や生息環境の変化

を把握することが保全や管理を考える上で不可欠であ

るとの認識に立ち,基本的な生態学的資料を各地で継

続的に収集する体制を整えることを長期的な目標とし

て研究活動をおこなっている.また,野生ニホンザル

の保全や管理にかかわる研究にも積極的に取り組んで

いる.

例年どおり,各研究林でおこなわれている長期的

な調査にスタッフができるだけ参加し,各地での研究

活動の現況の把握に努めた.具体的には,屋久島西部

林道地域や下北半島でのニホンザル生息調査にスタッ

フが参加し､情報収集を行なった.また,保全や管理

に班接かかわる活動としては,被害管理のための基礎

的調査および飼育個体を対象とした実験などを昨年度

に引き続き行なっている.

現在の施設運営は,下北･屋久島･幸島の3研究

林･観窮ステーションに重点をおいておこなっている.

上伯越 ･木曽研究林での研究活動については,保全生

憶学･野生動物管理学分野-の取り組みとも相まって,

将来の新たな形での再編成を模索しているところであ

る.

2004年度の各地ステーションの状況は,次の通り

である.

I

1.事由観察所

幸島では1952年に餌づけが成功して以来､全頭個

体識別に基づいた群れの長期継続観察が行われている｡

平成 16年度の出産は16頭であるが､内1頭はオスと

メス､双子の出産であった｡幸島の観察が始まって以

来､501例中3度目の双子出産であるが､5月31日時

点では 1頭しか確認されていないことから､おそらく

は日時を違えて出産されたものであると思われる｡新

生児計17頭の内5頭が年度内に死亡している｡今年は

昨年の台風の影響もあってか､森林内の果実生産が非

常に悪かった｡冬になって体調を悪くしたサルが多く

いて､消失するサルの増加が心配されたが､なんとか

持ち直して現在に至っている｡3月末日での個体数はマ

キグループ約 10頭を含め､95頭である｡

家系毎の盛衰はいよいよはっきりしてきており､

マキグループの中でもマキ (初代はハラジロ)の子孫

は老メス 1頭を除きほぼ途絶えてしまった｡そして主

群から移籍した2頭のメスが､マキグループの中心に

なっている｡

今年度は森明雄 (京大霊長研)によって採食パッ

チの利用に関する調査が行われた｡串間市による幸島

管理方針についての議論が継続されており､現在まで

保全されてきた自然とサルの生態を守ることを基本に

しながらも､天然記念物としてその成果をどのように

社会に還元していくのかということが焦点となってい

る｡

2.下北研究林

下北半島に生息するニホンザルはこれまで通り複

数の調査グループによって､調査が継続されている｡北

西部に関しては､今年度は､佐井村教育委員会･佐井

のサル調査会が中心となって､佐井柑 ･大間町近辺の

調査が冬に実施され､田中が参加した｡冬の一斉調査

で､M2C群およびZ2B群が､サブグルービングしてい
ることが観療された.しかしながら､分裂の可能性に

ついては今のところ不明である｡これまでZ2B群は牛

滝川下流を主な行動域にしていたが､上流にまで分布

域を拡大していることが本年度の調査から判明した｡

南西部に関しては､松岡を中心とした下北サル調査会

が､脇野沢村近辺の夏と冬に調査を行なった｡夏に行わ

れた調査には､田中が参加した｡本年度の調査により､

脇野沢管内の群れ､A2･84群105頭､A2-85群66+α頭､

A87群30頭､01群32頭､02群33頭､U群32+α頭

が確認された｡U 群は､佐井村と脇野沢村の境界付近

に生息する群れで､その存在は確認されていたものの

これまでは詳細については不明であったが､今回の調

査により個体数が確認された.今年度も､A2-84群およ

びA2-85群が遊動域を東-と拡大していることが確認

された｡全体的には､これまでにも半島のサルの分布

拡大および個体数増加が指摘されてきたが､今年度の

調査でもその傾向は依然として認められた｡保護管理

の点からも､今後も半島全域の状況を把握していく必

要があるといえる｡また､今年度に青森県は､脇野沢柑

および佐井村が申請していた人的被害を与えるサルの

捕獲を認め､脇野沢村でオス13頭(A2-84群9頭､A2-85

群3頭､A87群l頭)､佐井村でオス1頭 (Y群)がこ

れまでに捕猿されている｡サルの捕獲による影響をモ

ニタリングする上でも､分布および個体数の調査を継

続することが重要である｡

3.上信越研究林
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今年度も上信越研究林における野外調査は行われ

なかった｡上信越研究林はアクセスの難しい遠隔地に

あることもあって､まだ調査再開の目処はたっていな

い.現在､研究林見直しを前提として､検討が進めら

れている｡

4.木曽研究林

今年度の野外調査は行われなかった｡この地域で

は農耕地に対する接客が発生して以来､自然群の親類

が困難な状況にあり､上信越同様､見直しを前提とし

た検討が進められている｡

5.屋久島研究林

屋久島研究林における研究活動は今年度も活発で

あった.ヤクシマザルによるヤマモモの種子散布 (寺

川 ･松井 :奈良教育大 ･教育学 ;湯本 :総合地球環境

研究所),上部域における生態調査 (半谷 :霊長研･生

態機構 ;好虜 ･粕谷大).発声行動 (香田:霊長研･認

知学習).昆虫食 (洞野 :鹿児島大 ･地球環境科学),

集落周辺の食物利用可能性 (DavidHill:Univ.Sussex),

果実数と鳥類 ･サルの関係 (野間ほか :滋賀県立大 ･

環境科学),交尾行動 (早川 :霊長研 ･遺伝子情報),

採食行動 (大谷･金谷:森林総合研究所),社会行動 (鈴

木 :霊長研 ･社会構造)などをテーマとした研究がお

こなわれた.また夏期には,杉浦秀樹 (霊長研 ･社会

構造)などによる西部林道地域の個体群調査も継続さ

れている.短期的に屋久島を訪れる研究者の数は多く,

研究対象もサルやシカ.コウモリなどの晴乳類だけで

なく,侶虫両棲類や植物など多岐にわたっており,今

後も屋久島研究林とその周辺での研究活動は活発なこ

とが予想される.

また,研究成果を社会に還元する事を目的とした

教育普及活動も,引き続き活発に行われている.全国

から大学生を募集し,屋久島でフィールド･ワークの

基礎を体験する ｢第5回屋久島フィールドワーク講座｣

が昨年度に引き続き開催され,多くの研究者が講師を

効めた (主催 .･上屋久町,京都大学21世裡 COEプロ

グラム r生物多様性研究の統合のための拠点形成J).

若手研究者が中心となった屋久島研究自然教育グルー

プによって,地元住民を対象とした rスライド講演会｣

が今年度も開催された.

そのほか.屋久島研究林で行われた研究や,屋久

島観病ステーションを利用して行われた研究業績のリ

ストを作成し,ホームページで公開した.

OlttP:/̂ m v･pri.kyoto-u.ac.jp/yagai/Japan eseA(enkyuA(
enkyu4J)ub.htm)

<研究概要>

A)ニホンザルの社会生態学的 とくに自然群の環境利

用と個体群の構造に関する研究

渡連邦夫,室山泰之,田中俊明 (教務補佐員)

ニホンザルの群れが広域にわたって連続的に分布

している下北半島において長期的な変動を把握するた

めの調査を行った.また北限のサルの生憶と生存のた

めの条件を明らかにするため,下北半島西部梅岸地域

を中心に継続的な調査を行っている.

B)串良のサルの社会生態学的研究

渡連邦夫,室山泰之,冠地富士男 (文部科学

技官),鈴村崇文 (文部科学技官)

従来からの継続として,ポピュレーション動態に

関する資料を収集し,各月転にほぼ全個体の体皿を測

定している.また集団内でおこった出来事や通年の変

化について分析を進めている.

C)野生ニホンザルの保護および全国のニホンザル個

体群に関するデータベースの作成

渡連邦夫,室山泰之.田中俊明

ニホンザル保護管理のために,全国の野生ニホン

ザルに関するデータベースの作成.古分布の復元,ニ

ホンザルに関する文献目録の作成などを行っている.

D)スラウェシマカクの研究

渡連邦夫

インドネシア ･中部スラウェシにおいて, トンケ

アンマカクとヘツクモンキー間の種間雑種の繁殖につ

いての継続観察をおこなっている. ●

E)スマ トラ中部における霊長類保全のための研究

波速邦夫,RiZaldi(大学院生)

インドネシア西スマトラ州において,各種霊長類

や大中型は乳類の分布変遷の様子を明らかにすること

を目的として,現地住民-の聞き取り調査をおこなっ

た.

F)ジャワ島におけるシルバール トンとカニクイザル

の個体数変動に関する研究

渡連邦夫

インドネシア西ジャワ州パンガンダラン保護区に
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おいて,シルバール トンとカニクイザルの個体数変動

に関する調査を行った.

G)農地に依存するニホンザル集団の生態学的調査

室山泰之,山田彩 (大学院生),田中俊明

農作物被害を引き起こしているニホンザルの複数

集団を対象として,ラジオテレメトリー法を用いた生

態調査を三重県中部 ･奈良県北部で行なった.

印 ニホンザルによる農作物被害に対する防除技術の

検討

室山泰之,田中俊明

特定の農作物に対する回避行動を形成する方法で

ある雄藩条件付けの実用化と,既存の防除法である電

気柵や物理柵の効果測定および新しい防除技術の開発

を目的として,研究所内で飼育されているニホンザル

を対政に研究を行なった.

I)故省管理モデルの検討

室山泰之

披脊発生に関係する要因を組み込んだモデルを作

成し,被害管理システムの構築を試みた.

J)児並虐待の行動生態学的研究

田中俊明■

人間行動生態学的な視点から,日本における児童

虐待のパターンを分析した.

x)ニホンザルにおける社会的調整行動の発達に関す

る研究 .

Rizaldi,法逸邦夫

ニホンザルが社会生活を送る上で重要な攻撃行動

に際しての調整や転嫁,援助を求める行動などの発達

について研究を行なった.

L)ニホンザル小豆島銚子渓群の順位関係に関する他

群との比較研究

渡連邦夫,張鵬 (大学院生)

小豆島の群れは昔から非常に凝集性の高い群れで,

個体間距離が非常に近い独特の特徴をもっていること

で知られている.小豆島銚子渓の群れについて順位関

係を中心に,高崎山,淡路島,嵐山,南紀白浜の群れ

と比較研究を行った.

M)野生ニホンザルによる造林木剥皮被育

船越美穂 (研修員)

野生ニホンザルによる造林木剥皮被害の発生要因

を探るため,長野県に生息する複数群を対象にテレメ

トリー法や糞分析法を用いて土地利用や食性を調べた.

<研究業績>

原著論文

1) 井上雅央,米田健一,前川寛之,角山美穂,岩本和

彦,秀田章人 室山泰之,浦誠 (2004)奈良県の猿

害防止対策(2)農家-の支援.ワイル ドライフ･

フォーラム 9:19-31.

2) 室山泰之,金森弘樹,北原英治 (2004)ニホンザ

ルを対象とした簡易皮厚計による皮厚測定.噛乳

類科学 44:161-165.

3) 山中成元,常喜弘充,寺本意之,井上敬治,藤井音

隆,室山泰之 (2005)簡易猷害防止柵｢おうみ猿落

･猪ドメ君サーカステント｣の改良と侵入防止効

果の検証.滋賀県農業総合センター農業試験場研

究報告 45:51-57.

報告

1) 小豆島ニホンザル調査グループ, (文宍 :淡連邦

夫) (2004)小豆島ニホンザル生態調査報告寄‥

2) 渡逸邦夫 (2004)インドネシアにおけるマカクの

研究.霊長類研究 20(2):117-122.

3) 渡達邦夫 (2004)高橋論文 ｢インドネシア西カリ

マンタン州プトウン･クリフン国立公園エンバロ

ー川流域におけるオラヌータン PoTlgO朋 maeuS

mgmaeusのネスト調査及び違法伐採の現状｣に対

する編集長としての注｡.ワイルドライフ･フォ

ーラム 9(1-2):43-44.

4) 渡連邦夫 (2004)野生ニホンザル捕獲の状況.

MBRNewsletter1(2):2-3.

5) 渡連邦夫 (2004)サル社会揺らぐボス像:宮崎県幸

島で50年間､のべ500頭の家系図記録.日本経済

新聞 2004年 1月1日号

6) 波速邦夫 (2004)ニホンザル今昔一干支の話.新

婦人しんぶん 2004年1月1日号

書評

1) 室山泰之 (2004)人間性の起源と進化 (西田正規

･北村光二 ･山極寿一編).生物の科学 ･遺伝
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58(3):106.

その他雑誌

1) 室山寮之 (2004)ニホンザルの生態と被害管理一

被啓を減らすための基本的な考え方.農耕と園芸

59(8):167-180.

2) 室山奉之 (2004)霊長研フォーラム(2】).広報いぬ

ノやま

分担執隼

1) MLuOyama,Y.,Eudey,A.A.(2004)Domacaque

specieshaveafuture? ''MacaqueSocieties:Amodel

forthestudyofsocialorganizatio去s":328-332,(ds.

Thierry,B.,Singh,M.,Kaumanns,W.)Cambridge

UhiversityPress,Cambridge.

2) 船越美穂 (2004)ニホンザルは､なぜ夏に木本樹

皮を剥ぐのか. "三郷柑誌Ⅱ 第 1巻 自然編" :

322-325,(三郷村誌編恭委員全 編)一三郷付託刊行

会,南安褒郡三郷村.

学会発表等

1) 船越美穂 (2004)カラマツ植林地に生息する野生

ニホンザルの土地利用.野生生物保護学会第10回

大会 (2(氾4年 11月,府中)プログラム ･要旨集 :

79.

2) 船越美穂 (2004)カラマツ剥皮被害を起こすの誰

か.日本生態学会第51回大会 (2004年8月,釧路)

講演要旨集 :241.

3) 井上雅央,米田健一,囲本佳範,藤平拓志,竹中勲,

室山泰之,山田彩 (2004)冬期の餌源となる緑革

帯の形成条件.野生生物保護学会第 10回大会

(2004年 11月,府中)講演要旨集 :80.

4) 室山泰之,滑水慶子,杉浦秀樹 (2004)オスニホ

ンザルの糞中テストステロンの季節変軌 第20回

日本霊長類学会大会 (2004年 7月,犬山)霊長類

研究 20(Suppl):5.

5) 室山泰之,金森弘樹,北原英治 (2004)ニホンザ

ルを対象とした簡易皮厚計による皮厚測定.日本

晴乳類学会2004年度大会 (2004年10月,厚木)捕

演要旨集 :lo§.

6) 室山泰之,金森弘樹,北原英治 (2004)野生ニホ

ンザルの栄養状態の季節変化 日本生態学会第 51

回大会 (2004年8月,釧路)講演要旨典.

7) 大沢秀行,川本芳,室山泰之,後藤俊二,白井啓,

荒木伸一,岡野美佐夫,森光由樹,和秀雄,中川尚

史‥馬居春己,前川快音,和歌山タイワンザルワ,

-キンググループ (2004)和歌山市周辺における

交雑タイワンザル典団の現状と今後の予測.第 20

回日本霊長類学会大会 (2004年 7月,犬山)霊長

類研究 20(Suppl):38-39.

8) 山田彩,田中俊明,室山泰之 (2004)人為的環境

を利用するニホンザルの辞境選択.節20回日本霊

長類学会大会 (2004年 7月:犬山)霊長類研究

20(Suppl):12.

講演

1) 室山寮之 (2004)ニホンザルの被宵管理一採食生

億学の観点から.日本晴乳類学会 ･応用動物行動

学会共催シンポジウム ｢噛乳動物の採餌行動｣

(2004年)

2) 渡連邦夫(2005)ニホンザルの被害対策について

岐阜県鳥獣被害対策研修会 関市めぐみの農業共

同組合 (2005年2月 1日)

3) Watanabc,K･,Urasopon.N.,2005.Monkeyuse

humanhirasdentalmoss.21世紀coE国際シンポ
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